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播種の計画  起生期からの追肥  止葉期からの追肥 

適正な越冬前生育を 

確保したい！ 
 

子実タンパクの基準値を守り 

かつ 
 

生育量を確保しつつ 

子実タンパクを基準値に 

越冬期間  収量も確保したい、できれば  収めたい！ 

越冬前茎数、起生期茎数が  より多く獲りたい！   

どのくらいあるのか知りたい！     

     

  そんなときは･･･！？   

     

播種量計算ツール 

makiDAS 
（マキダス） 

 

窒素施肥 

シミュレートツール 

NDAS 
（エヌダス） 

 

止葉期生育診断ツール 

T-NDAS 
（ティー・エヌダス） 

     

使う前に 「きたほなみ」生育管理ツール 各サブツールの特徴を確認･･･4p.へ 

     

機能を知りたいときは･･･  機能を知りたいときは･･･  機能を知りたいときは･･･ 

･･･5p.へ  ･･･11p.へ  ･･･23p.へ 

     

はじめて使うときは･･･  はじめて使うときは･･･  はじめて使うときは･･･ 

･･･6p.へ  ･･･15p.へ  ･･･24p.へ 

     

近隣の気象データを  施肥窒素利用率を変更する   

登録するには･･･7p.へ  には･･･16p.へ   

     

播種日ごとに  施肥設計を行うには  止葉期以降の最適な窒素追肥 

越冬前茎数を確保するために  ･･･16p.へ  量を知るには･･･24p.へ 

必要な播種量を知るには     

･･･8p.へ     

  結果を保存するには･･･19p.へ   

冬になって越冬前茎数・起生期     

茎数がどのくらいあるのか  複数年の生産実績を用いて   

知るには･･･8p.へ  施肥設計を行うには･･･21p.へ   

     

結果を保存するには･･･9p.へ    結果を保存するには･･･25p.へ 

     

登録した地点や保存した結果  保存した結果を削除するには  保存した結果を削除するには 

を削除するには･･･9、10p.へ  ･･･20p.へ  ･･･25p.へ 
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 秋まき小麦「きたほなみ」は収量性が高く、子実品質も優れた品種ですが、以前の主流品種「ホクシ

ン」に比べ起生期以降の生育が旺盛となりやすい性質を持ちます。茎数の過剰は倒伏や歩留まりの低下

につながるため、高品質安定生産には「きたほなみ」の生育コントロールが必要です。 

生育をコントロールするには、基肥窒素量、播種時期、播種量を通じて越冬前の適切な生育量を確保

すること、および起生期以降の窒素追肥で茎数を適切に管理することが重要です。 

「きたほなみ」生育管理ツールは、「きたほなみ」の播種から収穫までの全期間をカバーして安定生

産を支援するためのツールです。本ツールは「播種量計算ツール makiDAS（マキダス）」「窒素施肥シミ

ュレートツール NDAS（エヌダス）」「止葉期生育診断ツール T-NDAS（ティー・エヌダス）」の3つのサブ

ツールで構成されています。DASは「Determination Assist Simulator（決定 支援 シミュレーター）」

の頭文字です。各サブツールは使用時期および適用可能な地域・土壌が異なり、目的に応じて使います。 

 

本ツールはExcelのマクロ機能を使います。セキュリティをマクロが有効となるレベルに下げること

で、本ツール以外のExcelファイルを開いたときに、ウィルス感染等の問題が起こる可能性があります。

本ツール使用時以外はマクロセキュリティレベルを上げるなど、セキュリティ対策を行ってください。 

 

 秋まき小麦「きたほなみ」生育管理ツール 

 播種量計算ツール 
窒素施肥シミュレート

ツール 
止葉期生育診断ツール 

 
makiDAS 

（マキダス） 

NDAS 

（エヌダス） 

T-NDAS 

（ティー・エヌダス） 

動作環境 
Excel（2007，2010は確認済み） 

Visual Basic for Application（Microsoft社） 

目的 
適正な越冬前生育の 

確保 

子実タンパクの適正化 

＋収量の確保 
子実タンパクの適正化 

使用内容 
播種日ごとの播種量を

計画 

起生期以降の窒素追肥

を計画 

止葉期以降の窒素追肥を

計画 

詳細 

播種予定日と使用種子

から、目標越冬前茎数

の確保に必要な播種量

がわかる 

生育量の予測に基づい

て、圃場の特性に合った

起生期以降の最適施肥

量がわかる 

止葉期生育量と目標収量

から、子実タンパク適正化

のための最適追肥量がわ

かる 

播種日と播種量から、

越冬前茎数・起生期茎

数がわかる 

自動予測を参考にした

最適施肥量の決定を 

支援 

（NDAS による予測のずれ

の修正） 

 播種期    

対 越冬前    

象 起生期    

時 幼形期    

期 止葉期    

 成熟期    

適用地域 道央、道北 全地域 道央 道東 

適用土壌 全土壌 全土壌 火山性土 全土壌 
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Ⅱ－１ 機能 

 

播種量計算ツール makiDAS（”makuryo to jiki” Determination Assist Simulator）は、道央・道

北地域の全土壌に適用でき、目標とする越冬前茎数の確保に必要な播種量を播種日ごとに計算すること

ができます。越冬前の茎数・生育量を適切に確保することが「きたほなみ」安定生産の第一歩となりま

す。makiDASには、播種日と播種量を入力すると、越冬前茎数および起生期茎数を推定する機能もあり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－２ シートの構成 

 

makiDASは4つのシートで構成されています。このうち、メインとなるのは「播種量算出」シートで、

地域や播種日などの入力と必要播種量や越冬前茎数の出力を行います。「日平均気温」シートは地点登

録に用い、「越冬前積算気温」シートに地点別の越冬前積算気温がリスト化されます。「結果保存リスト」

シートは播種量算出シートの出力値を保存できます。 

 

シート名 内容 

播種量算出 条件入力、必要播種量・越冬前茎数等の出力 

日平均気温 地点の登録、地点別日平均気温入力 

越冬前積算気温 地点別越冬前積算気温の出力 

結果保存リスト 必要播種量・越冬前茎数等の結果の保存 

 

  

 

播種予定日と使用種子の情報から 

播種日毎に目標越冬前茎数の確保に必要

な播種量がわかる！ 

 

播種日と播種量から 

見込まれる越冬前茎数がわかる！ 

①必要播種量の推定 ②越冬前茎数の推定 

日平均気温（アメダスデータ等） 

入 力 

地域 

播種日 

種子千粒重 

出芽率 

越冬前茎数 

出 力 

越冬前積算 

気温 

必要播種量 

入 力 

地域 

播種日 

種子千粒重 

出芽率 

播種量 

出 力 

越冬前積算

気温 

越冬前茎数 

起生期茎数 
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Ⅱ－３ 操作方法 

 

 まず地点の登録を行い、計算に必要な気温データを準備します（デフォルトでいくつかの地点が登録

されています）。次に登録したデータを用いて、必要播種量や越冬前茎数を算出します。必要に応じ、

結果を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－３－１ ファイルの開閉 

makiDASは Excel のマクロ機能を使います。マクロが有効となるセキュリティレベル（警告を表

示してマクロを無効にするなど）に変更し、コンテンツを有効にしてください。 

Excel のセキュリティレベルを下げることで、本ツール以外のExcel ファイルを開いたときに、

ウィルス感染等の問題が起こる可能性があります。本ツール使用時以外はマクロセキュリティレベ

ルを上げるなど、セキュリティ対策を行ってください。 

 

（１）ファイルの開示 

 

１．「播種量計算ツール makiDAS」を開くと、播種量算出シート、ならびに前回ファイルを閉じた

ときの内容の消去についての確認メッセージが表示されます。 

 

２．はいまたはいいえのボタンを押します。 

 

・はいの場合･･･赤で囲った部分   （千粒重、出芽率、目標越冬前茎数）がデフォルト値

（標準値）に変更されます。また、青で囲った部分   （計算結果や越冬前茎数算出に用

いる播種量）の各値が空欄になります。 

デフォルト値･･･千粒重：40g 出芽率：90% 目標越冬前茎数：道央900本/m2、道北1000本/m2 

・いいえの場合･･･いずれの値も変更されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果の保存（Ⅱ－３－４） 

地点の登録、越冬前積算気温の算出（Ⅱ－３－２） 

必要播種量、越冬前茎数の算出（Ⅱ－３－３） 

１ 

２ 

２．で はい を押した場合の例 

播種量算出 シート 
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（２）ファイルの終了 

１．ファイルの右上にある をクリックします。 

２．保存する場合は、確認メッセージが表示されたら「保存」を押します。 

 ※ファイル名の変更も可能です。 

 

 

Ⅱ－３－２ 地点の登録、越冬前積算気温の算出（日平均気温シート） 

 

   対象とする圃場近くの観測地点（アメダスやマメダス等）の日平均気温を登録することで、越冬

前積算気温が算出できます。播種前の予測には平年値を、越冬前茎数や起生期茎数の推定には平年

値または該当年の値を用います。アメダスデータは気象庁のＨＰから入手でき、単年の値に加えて

平年値もダウンロードできます。 

 

１．日平均気温シートを開き、地点とデータの種類を左詰めで入力します。 

 

・デフォルトの登録例を参考に、セル4行目（上段）にはアメダス地点等、セル5行目（下段）

には年次や平年値等のデータの種類を入力してください。 

※左側に空白の列があると登録できません。 

 

２．地点を入力した同じ列に9月1日～11月 30日の各日の平均気温を入力します。 

※他のExcelファイル等からコピーするときは必ず「値のみ」貼り付けてください。 

 

３．地点登録ボタンを押します。 

 

４．越冬前積算気温算出ボタンを押します。 

 

５．越冬前積算気温シートに地点、データの種類、日別の越冬前積算気温が表示されます。 

 

 

 

  

２ 

１ 
３ ４ 

日平均気温 シート 

５ 

越冬前積算気温 シート 
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Ⅱ－３－３ 必要播種量、越冬前茎数の算出（播種量算出シート） 

あらかじめ日平均気温シートに地点の登録を行い、日平均気温の入力と越冬前積算気温の計算を

しておいてください。（→ 7p.Ⅱ－３－２） 

 

（１）必要播種量の算出（上段） 

１．播種量算出シートを開き、地域を選択します。このとき２．で選択する地点の地域と一致す

るようにします。 

 

※対象地域は「道央」が石狩、空知、胆振、後志、日高、「道北」が上川、留萌の各振興局管

内です。地域が２．で選択される地点と異なる場合、推定精度は低下します。 

・地域を変更すると、越冬前積算気温、越冬前葉齢、必要播種量（2 項目）の各値が空欄にな

り、目標越冬前茎数がデフォルト値（道央900本/m2、道北1000本/m2）に変更されます。 

 

２．地点（気温データ）を選択します。 

※播種前の予測には気象平年値を用いてくだ

さい。 

 

３．播種予定日、千粒重、出芽率、目標越冬

前茎数を入力します。目標越冬前茎数は

500～2000本/m2の範囲で入力してください。 

※目標越冬前茎数を地域・圃場に合わせて変 

更することで、小麦生育が安定します。 

 

４．実行ボタンを押します。 

 

５．越冬前積算気温、越冬前葉齢、必要播種量（粒/m2、kg/10a）が表示されます。 

※必要播種量が11kg/10aを超える場合は、11kg/10aと表示されます。 

 

（２）越冬前茎数の算出（下段） 

１．地域を選択します。このとき２．で選択

する地点の地域と一致するようにします。 

 

※地域が２．で選択される地点と異なる場

合、推定精度は低下します。 

 

２．地点（気温データ）を選択します。算出 

したい年または平年値を選択してください。 

 

３．播種予定日、千粒重、出芽率、播種量を

入力します。 

・播種量は 3～11kg/10aの範囲で入力してください。 

 

４．実行ボタンを押します。 

５．越冬前積算気温、越冬前葉齢、越冬前茎数、起生期茎数の推定値が表示されます。 

※起生期茎数は越冬状態が良好な場合の推定値です。 

１ ２ ３ 

４ 

５ 

播種量算出 シート 

１ ２ ３ 

４ 

５ 

播種量算出 シート 
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Ⅱ－３－４ 結果の保存（播種量算出シート） 

１．保存するレーンの右側にある保存ボタンを押します。 

・保存するデータのレーンと同じ行にあるボタンを押してください。 

・すでに同一データを保存済みの場合は無効となります。 

 

２．結果保存リストシートにデータが転記されます。 

 

３．転記したデータの名称を入力します。後から入力することもできます。 

・結果保存リストシートの はオートフィルタで、目的の条件に合致したデータのみを表示さ

せることができます。 

※ファイルを閉じた後も結果を残しておく場合は、終了時にファイルの保存を必ず行ってくだ

さい。（→ 7p. Ⅱ－３－１（２）） 

※保存したデータを解析またはグラフ化など加工したい場合は、別のExcelファイル等にデー

タを移しかえてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－３－５ 登録地点、越冬前積算気温の削除（日平均気温シート） 

１．削除する地点・日平均気温データの3行目セル（通し番号）をクリックすると、セルが

になり、選択されます。 

別セルをクリックし、再度 セルをクリックすると無色に戻り、選択から外れます。 

・複数のセルの選択も可能です。 

 

２．データ削除ボタンを押します。 

 

３．選択した地点、日平均気温ならびに越冬

前積算気温（越冬前積算気温シート）の各

データが削除されます。 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

日平均気温 シート 

１ 

播種量算出 シート 

２ 

３ 

結果保存リスト シート 
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Ⅱ－３－６ 結果の保存リストからの削除（結果保存リストシート） 

１．削除するデータの A 列（通し番号）をクリックすると、セルが になり、選択されます。

別セルをクリックし、再度 セルをクリックすると無色に戻り、選択から外れます。 

・複数のセルの選択も可能です。 

 

２．データ削除ボタンを押します。 

 

３．選択したデータが削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

makiDAS の留意点 

 

〇本ツールの精度は、道央、道北各地域の「きたほなみ」栽培指針の範囲（越冬前積算気温520～640℃

のとき播種量 100～140 粒/m2）、あるいはそれに近い場合は概ね確保されますが、以下の場合には低

下します。 

・極端な早まきで播種量が多い場合（目安は越冬前積算気温700℃以上でかつ播種量255粒/m2以上） 

・遅まきで播種量が少ない場合（目安は越冬前積算気温350℃以下でかつ播種量140粒/m2以下） 

 

  

１ 

２ 
結果保存リスト シート 
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Ⅲ－１ 機能 

 

窒素施肥シミュレートツール NDAS（Nitrogen Determination Assist Simulator）は、全道地域の全

土壌に適用できます。過去の収量などのデータ（生産実績）から畑のくせ（圃場の窒素供給特性）を推

定し、それらと栽培当年の起生期茎数を反映した窒素施肥設計を行うことができます。 

圃場と起生期の生育量に合わせて窒素追肥量を加減することは、「きたほなみ」の生育を制御する上

で大変重要です。圃場の窒素供給特性を正確に知るには専門的な分析が必要でしたが、生産実績を用い

て推定することが可能となりました。 

 

圃場の窒素吸収特性 1 つである「土壌由来 N（窒素）*」は起生期以降に小麦が吸収する土壌由来の

窒素量を示します。もう一つの「タンパク基本値**」は起生期以降無追肥としたときの子実タンパク質

含有率に相当し、圃場の潜在的なタンパク水準を表します。NDAS はこれら圃場の窒素供給特性に、栽

培当年の起生期茎数、窒素施肥量の情報を合わせることで、当年の生育量（タンパク、成熟期窒素吸収

量、穂数、粗麦重）を予測します。また、これら予測値を用い、自動で粗麦重、タンパク重視の条件に

合致した最適窒素施肥量が表示される機能も備えられており、ユーザーの施肥量の決定を支援します。 

NDAS は気象の影響を直接考慮していないため、実績年および栽培当年の気象条件が平年と大きく異

なる場合は予測精度が低下します。複数年の生産実績を用いることで、気象の年次変動の影響を緩和し、

予測精度を向上させることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*土壌由来 N 

起生期以降に土壌から吸収する窒素量。土壌由来Nは土壌の窒素量に限らず、小麦の生育に対す

る土壌の物理性などの生育制限要因を反映した値であるため、土壌診断値（熱水抽出性窒素、硝酸

態窒素）を反映しているものの、必ずしも一致しない。 

 

_起生期N_ ＋ _土壌由来N_ ＋ _追肥由来N(各時期の追肥量×施肥窒素利用率の合計)_ ＝ _成熟期N_ 

Nは窒素吸収量を表す。起生期Nは起生期における窒素吸収量（含有量）の意味。 

出 力 

窒素吸収量 

穂数 

入 力 

生産実績 

（粗麦重・ 

タンパク・ 

起生期茎数） 

窒素施肥 

出 力 

粗麦重・タンパク 

窒素吸収量・穂数 

窒素施肥量 

（自動算出） 

入 力 

起生期茎数 

窒素施肥量 

（自由設計） 圃場窒素供給特性 

（土壌由来窒素・ 

タンパク基本値） 

過去の生産実績の窒素換算 当年の窒素施肥設計 

 

生育量の予測に基づいた 

圃場の特性に合った起生期以降の 

最適窒素施肥体系がわかる！ 

①最適施肥量を自動算出  

自動算出結果を参考にして 

起生期以降の窒素施肥量を決定できる！ 

②自由設計で施肥量を最終決定 



- 12 - 

 

**タンパク基本値 

子実タンパク質含有率のうち、起生期以降の窒素追肥による上昇分を差し引いた値で、圃場の潜

在的なタンパク水準を示す。 

 

_タンパク基本値_ ＋ _タンパク上昇量(各時期の追肥量×タンパク上昇値の合計)_ ＝ _タンパク_ 

タンパク上昇値は窒素施肥量1kg/10aあたりのタンパク上昇量を表す。単位はpoint/kgN。 

 

 

Ⅲ－２ 各部のなまえとはたらき 

 

Ⅲ－２－１ シートの構成 

NDAS は 9 つのシートで構成されています。このうち、メインとなるのは「シミュレーター」シート

で、生産実績の入力と施肥設計の出力を行います。「生産実績保存リスト」は入力した生産実績を保存

でき、一度入力した生産実績の呼び出しや複数年の生産実績から圃場の窒素供給特性を求める際に用い

ます。その他のシートの内容は表の通りです。 

 

シート名 内容 

シミュレーター 生産実績・施肥設計の入力、出力 

生産実績保存リスト 生産実績データの保存、呼び出し、複数年の過去実績の出力 

粗麦重最大結果_全体 粗麦重最大条件に係る施肥別全計算結果の表示 

 
起生期0～8、幼形期0～8、止葉期0～6、開花期0～3(kg/10a)

の整数全ての組み合わせ 

粗麦重最大結果 粗麦重最大条件適合データセット全結果表示 

_条件一致  

タンパク重視結果_全体 タンパク重視条件に係る施肥別全計算結果の表示 

 
起生期0～8、幼形期0～8、止葉期0～6、開花期0～3(kg/10a)

の整数全ての組み合わせ 

タンパク重視結果 タンパク重視条件に係る 

_条件一致 施肥・標準生育等条件一致全結果表示 

タンパク重視結果 タンパク重視条件適合データセット全結果表示 

_条件一致2  

生産実績抽出リスト 
施肥設計時に格納された生産実績データを用いる際に 

選択したデータ一覧を出力 

設計結果保存リスト 施肥設計結果の保存 

 

Ⅲ－２－２ 各シートの概要と施肥量自動算出の流れ 

（１）シミュレーターシート 

主に3種類のレーンで構成されており、過去の生産実績を入力して圃場の窒素供給特性を求める生

産実績レーン、条件に適合した窒素施肥量を表示する「施肥量自動算出」レーン（【標準】【粗麦重最

大】【タンパク重視】）、自由な設計が可能な「施肥量自由設計」レーン（レーン1、2）が配置されて

います。 
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・自動計算の条件（【粗麦重最大】【タンパク重視】レーン） 

 【粗麦重最大】レーンではタンパクが基準値 9.7～11.3%を満たす条件、【タンパク重視】レーンでは

タンパクを基準値中央付近の 10.4～10.6%を満たし、ともに粗麦重が最大となる窒素施肥体系が選択さ

れ、そのときの予測生育量が表示されます。 

 

レーン 生育条件 

 粗麦重 タンパク 

粗麦重最大 最大 9.7%以上11.3%以下 

タンパク重視 最大 10.4%以上10.6%以下 

 

（２）施肥量自動算出の流れ 

 

まず次ページ施肥条件①の整数の全ての組み合わせについて、成熟期窒素吸収量、タンパク、穂数、

収量が計算されます。次に倒伏や細麦を防止するため、生育条件①、施肥条件②、生育条件②に従って

計算結果が順次抽出され、最終的に最も良い1データがシート上に表示されます。 

条件毎に抽出された計算結果は順次関連するシートに出力されます。最終的に選択されなかった窒素

施肥量とそのときの生育量の組み合わせについても参照することができます（14～15p. Ⅲ－２－２（４）

～（７））。 

標準 

生産実績 

レーン 

自動算出レーン 自由設計レーン 

粗麦重最大 

タンパク重視 

レーン1 

レーン2 
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【粗麦重最大】    【タンパク重視】 
     

関連するシート    関連するシート 

シミュレーター 実行    シミュレーター 実行 

  施肥条件①   

 
 

起生期：0～8kg/10a 

幼形期：0～8kg/10a 

止葉期：0～6kg/10a 

開花期：0～3kg/10a 

 
 

粗麦重最大結果_全体    タンパク重視結果_全体 

  生育条件①   

  

タンパク：9.7%以上11.3%以下 

成熟期窒素吸収量：17kg/10a以下 

穂数：700本/m2以下（道央・道北） 

  

  施肥条件②   

  

起生期≧幼形期（全地域） 

ただし道東で起生期茎数1000本/

㎡以上の時は起生期＜幼形期 

 

起生期と幼形期の合計（全地域） 

2～12kg/10a 

幼形期（道北）：2kg/10a以上 

止葉期≧開花期（全地域） 

止葉期と開花期の合計（全地域） 

0～7kg/10a 

  

粗麦重最大結果_条件

一致 
   

タンパク重視結果_条件一

致 

  生育条件②   

  タンパク：10.4%以上10.6%以下   

    
タンパク重視結果_条件 

一致2 

     

シミュレーター 表示    シミュレーター 表示 

     

 

（３）生産実績保存リストシート 

 過去の生産実績の計算結果を保存リストとして表示します。また、一度入力した生産実績の呼び出し

や、複数年の生産実績から圃場の窒素供給特性を求めることができます。 

 

（４）粗麦重最大結果_全体シート、タンパク重視結果_全体シート 

 粗麦重最大結果_全体シートは【粗麦重最大】、タンパク重視結果_全体シートは【タンパク重視】の

各自動算出レーンにおいて、それぞれ窒素施肥条件（施肥条件①）を当てはめたときの全結果を表示し

ます。表示項目は窒素施肥量（起生期、幼形期、止葉期、開花期）、粗麦重、タンパク、成熟期窒素吸

収量、穂数、起生期以降窒素吸収量です。 
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（５）粗麦重最大結果_条件一致シート 

 粗麦重最大結果_全体シートで生育条件①、施肥条件②とも適合するデータのみを表示します。表示

項目は粗麦重最大結果_全体シートと同じです。 

粗麦重が最大で、最終的に選択されてシミュレーターシートに表示された 1 データは、通し番号（A

列）セルが で表示されます。 

 

（６）タンパク重視結果_条件一致シート 

 タンパク重視結果_全体シートで生育条件①、施肥条件②とも適合するデータのみを表示します。表

示項目はタンパク重視結果_全体シートと同じです。 

各データは生育（生育条件②、粗麦重が施肥設計で用いた過去生産実績以上）各条件の適合の有無に

より色分けされます。 

 

（７）タンパク重視結果_条件一致2シート 

 粗麦重最大結果_条件一致シートで生育条件②が適合するデータ（無色、灰色）のみを表示します。

表示項目はタンパク重視結果_全体シートと同じです。 

粗麦重が最大で、最終的に選択されてシミュレーターシートに表示された 1 データは、通し番号（A

列）セルが で表示されます。 

 

（８）生産実績抽出リストシート 

 生産実績保存リストシートの過去の生産実績を用いる際に、選択したデータが表示されます。 

（９）設計結果保存リストシート 

 窒素施肥設計の計算結果を保存リストとして表示します。 

 

Ⅲ－３ 操作方法 

 

 まず過去の生産実績を入力し、圃場の窒素供給特性（畑のくせ）を推定します。次に栽培当年の起生

期茎数を入力し、圃場の窒素供給特性と起生期生育を反映した施肥設計を行います。施肥窒素利用率を

変更する場合は、事前に設定します。施肥設計は、自動で施肥量を算出する「自動算出」と、手動で施

肥設計を行う「自由設計」の機能があります。必要に応じ、生産実績や施肥設計結果を保存します。生

産実績を保存することで、複数年データを用いた施肥設計が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存した過去の生産実績を引用した

施肥設計（Ⅲ－３－６） 

 

・同一生産者の隣接圃場など、複数

年のデータから窒素供給特性を算出 

→ 予測精度向上 

窒素施肥設計（Ⅲ－３－３） 

結果の保存（Ⅲ－３－４） 

・過去の生産実績 

・当年の窒素施肥設計 

施肥窒素利用率の設定（Ⅲ－３－２） 

過去の生産実績を用いた圃場の窒素供給

特性（畑のくせ）の推定（Ⅲ－３－３（１）） 

当年の窒素施肥設計（Ⅲ－３－３（２）） 

  １）自動算出 

  ２）自由設計 
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Ⅲ－３－１ ファイルの開閉 

NDAS は Excel のマクロ機能を使います。マクロが有効となるセキュリティレベル（警告を表示 

してマクロを無効にするなど）に変更し、コンテンツを有効にしてください。 

Excel のセキュリティレベルを下げることで、本ツール以外のExcel ファイルを開いたときに、

ウィルス感染等の問題が起こる可能性があります。本ツール使用時以外はマクロセキュリティレベ

ルを上げるなど、セキュリティ対策を行ってください。 

 

（１）ファイルの開示 

１．ファイルを開くとシミュレーターシートが表示されます。 

（２）ファイルの終了 

１．ファイルの右上にある をクリックします。 

２．保存する場合は、確認メッセージが表示されたら「保存」を押します。 

    ※ファイル名を変更することも可能です。 

 

Ⅲ－３－２ 施肥窒素利用率の設定（シミュレーターシート） 

 

   窒素施肥設計を行う際の施肥窒素利用率は、通常は標準値（デフォルト値）を用いますが、施肥

効率の低い台地土での施肥設計の際など、必要に応じて任意の値を設定できます。 

 

１．窒素施肥設計を行う対象地域を選択

します。 

 

２．窒素施肥設計を行う対象地域に施肥

窒素利用率の数値を入力します。 

 

・１．で選択した地域のセルが で

色付けされています。 

※施肥窒素利用率の値は30～100%の範

囲で入力してください。 

 

３．標準値ボタンを押すと、全地域の値 

が標準値に戻ります。 

 

Ⅲ－３－３ 窒素施肥設計 

（１） 過去の生産実績を用いた圃場の窒素供給特性（畑のくせ）の推定 

（シミュレーターシート・生産実績レーン） 

１．地域を選択します。 

・施肥窒素利用率の設定（Ⅲ－３－２）で選択済みの場合は、この操作は必要ありません。 

 

２．タンパク、粗麦重、起生期茎数、窒素施肥量（起生期、幼形期、止葉期、開花期）の生産実

績を入力します。 

 ※起生期茎数の生産実績がない場合はおおよその値、または makiDASの推定値を入力してくださ

い。（正確な値を入力した時より推定精度は低下します。） 

 

３．実行ボタンを押します。 

２ 

３ 

１ 

シミュレーター シート 
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４．起生期窒素吸収量、追肥由来 N、圃

場窒素供給特性（土壌由来 N、タンパ

ク基本値）、成熟期窒素吸収量、穂数が

表示されます。 

 

・下段のタンパク、粗麦重は入力と同

じ値が表示されます。 

※道東地域の場合は穂数が出力されま

せん（他のレーンも同じ）。 

 

・ 表示（複数年平均 → 21p.）の

値は参考値で、このとき実行ボタン

を押しても作動しません。 

・ 表示の数値を変更すると黒色表

示になり、レーンの値がすべて黒色表示になると実行ボタンは有効になります。 

 

※お使いのパソコンの動作環境により、計算に時間を要する（10秒～2分程度）場合があります。 

※生産実績が複数年ある場合（同一生産者の隣接圃場も可） 、複数年のデータを用いることで

気象の年次変動を緩和でき、推定精度が高まります。（→ 21p. Ⅲ－３－６（１））。 

 

 

（２） 当年の窒素施肥設計 

あらかじめ生産実績から圃場の窒素供給特性を推定しておいてください（→ 16p.Ⅲ－３－３）。 

 

  １）施肥量自動算出（施肥量自動算出レーン） 

  【標準】 

１．起生期茎数を入力します。 

 

２．道央または道北地域の標準施肥

量（起生期、幼形期、止葉期、開

花期）と、起生期窒素吸収量、追

肥由来 N、土壌由来 N、タンパク、

成熟期窒素吸収量、穂数、粗麦重

の予測値が表示されます。 

 

※標準施肥量の表示は道央、道北

地域のみとなります。 

道東地域は標準施肥量が設定さ

れていないため（土壌硝酸態窒

素診断、生育診断によって決定）、

表示されません。 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

シミュレーター シート 

２ 

１ 

シミュレーター シート 
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  【粗麦重最大】【タンパク重視】 

タンパクが基準値内（9.7～11.3%）で粗麦重が最大になる【粗麦重最大】窒素施肥量と、タン

パクが 10.4～10.6%の範囲で粗麦重が最大になる【タンパク重視】窒素施肥量の自動計算ができ

ます。 

 

１．起生期茎数を入力します 

※当年の起生期茎数は施肥量算出に

大きく影響します。できるだけ正確

な値（実測値）を入力してください。 

 

２．実行ボタンを押します。 

※パソコンの動作環境により、計算

に時間を要する場合（10 秒～2 分程

度）があります。 

 

３．推奨窒素施肥量（起生期、幼形

期、止葉期、開花期）と、起生期

窒素吸収量、追肥由来 N、土壌由

来N、タンパク、成熟期窒素吸収量、穂数、粗麦重の予測値が表示されます。 

 

・窒素施肥量は整数値が表示されます。 

 ・窒素施肥とそのときの各生育量の予測値について、【粗麦重最大】では粗麦重最大_全体シー

ト、粗麦重最大_条件一致シート、【タンパク重視】ではタンパク重視_全体シート、タンパ

ク重視_条件一致シート、タンパク重視_条件一致2シートに表示されます（→ 14～15p.）。 

 

※自動算出は粗麦重が最大となるよう施肥設計されるため、起生期～幼形期の施肥量が多くな

る時があります。この場合、細麦となることを避けるため、施肥量自由設計で幼形期までの

施肥量の一部を止葉期以降に振り替えてください。 

 

  ２）施肥量自由設計（施肥量自由設計レーン） 

    農作業の都合や生産実績年の気象、

これまでの栽培経験を加味して施肥

量を最終決定します。 

 

１．起生期茎数を入力し、施肥量自

動算出の結果を参考に、窒素施肥

量（起生期、幼形期、止葉期、開

花期）を入力します。 

 

２．起生期窒素吸収量、追肥由来N、

土壌由来 N、タンパク、成熟期窒

素吸収量、穂数、粗麦重が表示さ

れます。起生期茎数、窒素施肥量

の値を変更するとその都度出力値

も変更されます。 

３ 

１ 

２ 

粗麦重最大レーン   の例 

タンパク重視レーンも同様 

シミュレーター シート 

２ 

１ 

レーン1   の例 

レーン2も同様 

３ 

シミュレーター シート 
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３．予測値を見ながら窒素施肥量の入力を繰り返し、試行錯誤して施肥量を最終決定します。 

 

※タンパク、成熟期窒素吸収量、穂数が次の範囲を満たさない場合、セルが で表示されま

す。 

タンパク：9.7%以上 11.3%以下 

成熟期窒素吸収量：17kg/10a以下 

穂数：700本/m2以下 

（道央・道北のみ） 

  

・計算結果は四捨五入して表示されるため、上記範囲内の表示でも実際の値が範囲外であれ

ば で表示されます（例えばタンパク9.67%、穂数700.3本/m2など）。 

 

※気象条件の考慮や各予測値の見方など、施肥設計を行う際に注意する点がいくつかあります。

より良い施肥設計のために、「Q＆A」（別紙）も参考にしてください。 

 

Ⅲ－３－４ 結果の保存（シミュレーターシート） 

（１）過去の生産実績の保存（生産実績レーン） 

１．レーンの下側にある保存ボタンを押します。 

・すでに同一データを保存済みの場合は無効となります 

 

２．生産実績保存リストシートにデータが転記されます。 

 

３．転記したデータの名称を入力します。後から入力することもできます。 

・生産実績保存リストシートの はオートフィルタで、目的の条件に合致したデータのみを表

示させることができます。 

※ファイルを閉じた後も結果を残しておく場合は、終了時にファイルの保存を必ず行ってくだ

さい。（→ 16p. Ⅲ－３－１（２）） 

※保存したデータを解析またはグラフ化など加工したい場合は、別のExcel等にデータを移し

かえてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 

シミュレーター シート 

２ 

３ 

生産実績保存リスト シート 
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（２）当年の窒素施肥設計の保存（【標準】を除く施肥設計レーン共通） 

１．レーンの下側にある保存ボタンを押します。 

・すでに同一データを保存済みの場合は無効となります 

２．設計結果保存リストシートにデータが転記されます。 

 

３．転記したデータの名称を入力します。後から入力することもできます。 

・設計結果保存リストシートの はオートフィルタで、目的の条件に合致したデータのみを表

示させることができます。 

※ファイルを閉じた後も結果を残しておく場合は、終了時にファイルの保存を必ず行ってくだ

さい。（→ 16p. Ⅲ－３－１（２）） 

※保存したデータを解析またはグラフ化など加工したい場合は、別のExcel等にデータを移し

かえてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ－３－５ 保存リストからの削除 

 過去の生産実績（生産実績保存リストシート）・当年の窒素施肥設計（施肥設計保存リストシート）

共通 

１．削除するデータのA列（通し番号）をクリックすると、セルが になり、選択されます。 

別セルをクリックし、再度 セルをクリックすると無色に戻り、選択から外れます。 

・複数のセルの選択も可能です。 

２．データ削除ボタンを押します。 

３．選択したデータが削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粗麦重最大レーン   の例 

他のレーンも同様 

１ 

シミュレーター シート 

２ 

３ 
設計結果保存リスト シート 

１ 

２ 

設計結果保存リスト シート 

２ 

１ 

生産実績保存リスト シート 
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Ⅲ－３－６ 保存した過去の生産実績を引用した施肥設計 

（１）複数年の過去の生産実績を用いる（生産実績保存リストシート） 

 

 NDASは気象の影響を直接考慮していないため、実績年および栽培当年の気象条件が平年と大きく

異なる場合は予測精度が低下します。複数年の生産実績を引用して圃場の窒素供給特性を推定する

ことで、気象の年次変動の影響を緩和し、予測精度を向上させることができます。 

 

１．生産実績保存リストシートを表示します。 

 

２．引用するデータのA列（通し番号）をクリックすると、セルが になり、選択されます。 

別セルをクリックし、再度 セルをクリックすると無色に戻り、選択から外れます。 

用いる生産実績を全て選択します。 

 

３．平均計算実行ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．生産実績抽出リストシートに選

択したデータが表示されます。 

 

５．確認メッセージOKボタンを押し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．シミュレーターシートの生産実績レーンに複数年の過去実績から求めた圃場の窒素供給

特性が表示されます。以降の施肥設計はこれまでと同様です。（→ 17p. Ⅲ－３－４） 

 

 

２ 

３ 

１ 

生産実績保存リスト シート 

４ 

５ 

生産実績抽出リスト シート 
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※複数年の生産実績を引用して得られる圃場の窒素供給特性と、複数年の生産実績をあらかじ

め平均して生産実績レーンに入力した場合とでは、得られる数値が異なります。 

複数年の生産実績を用いる場合は、生産実績保存リストシートを用いて圃場の窒素供給特性

を求めてください。 

 

・生産実績レーンには複数データ

の平均値が で表示されます

（参考値扱い）。 

・ 表示の値は再度変更すると

黒色表示になります。 

・実行ボタンはレーンの値がすべ

て黒色表示の場合のみ有効にな

ります。 

 

 

 

 

 

 

（２）一度入力した過去の生産実績を呼び出す 

２１ページ、Ⅲ－３－６（１）の２．で生産実績を1つだけ選択して平均実行ボタンを押すこ

とで、過去の生産実績を呼び出すことができます。 

 

 

NDAS の留意点 

〇気象の影響を直接考慮していないため、実績年および栽培当年の気象条件が平年と大きく異なる場合

は予測精度が低下します。複数年の生産実績を用いることで、気象の年次変動の影響を緩和し、予測

精度を向上させることができます。 

〇NDAS は小麦生育が健全なことを前提とするため、病害や倒伏が発生した場合や極端な生育不良（収

量 300kg/10a 未満、起生期茎数 200 本/㎡未満など）の生産実績は使用できません。また、圃場管理

が現在と大きく異なっていた時の生産実績は使用できません。その他、生育後半の極端な多肥（止葉

期以降の追肥量10kg/10a以上）はタンパクの予測精度を低下させます。 

〇穂数の予測精度は他項目より低いため、倒伏の目安である 700 本/㎡を超えるかどうかの参考扱いと

してください。また、台地土の施肥設計では予測穂数を考慮しないでください（適合しないため）。 

 

 

  

６ 

シミュレーター シート 
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Ⅳ－１ 機能 

 

止葉期生育診断は、止葉期頃の生育量と目標とする収量から、タンパクを基準値（9.7～11.3%）に収

めるために必要な窒素施肥量を決定する技術です。これまでは道東地域（全土壌）にのみ適用できまし

たが、道央地域の火山性土でも適用できることが確認されました。 

T-NDAS（”tomebaki” Nitrogen Determination Assist Simulator）は、止葉期の上位茎数と葉色お

よび目標収量を入力することで、止葉期以降の窒素施肥量を計算することができます。また、NDAS に

よる予測最適施肥量のずれを修正します。（NDASは起生期の生育量は反映できますが、それ以降の生育

量や気象条件は反映できません。このため、起生期以降の気象によっては、予測した最適施肥量にずれ

が生じる場合があります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ－２ シートの構成 

 

止葉期生育診断ツール T-NDASは2つのシートで構成されています。このうち、メインとなるのは「止

葉期追肥量算出」シートで、止葉期の生育量と目標収量の入力と施肥量の出力が行われます。「結果保

存リスト」シートは止葉期追肥量算出シートの出力値を保存できます。 

 

シート名 内容 

止葉期追肥量算出 止葉期生育量、追肥量の算出に係る入力、出力 

結果保存リスト 止葉期生育量、追肥量の結果の保存 

 

  

 

窒素施肥シミュレートツール NDASによる 

予測のずれを修正できる！ 

 

止葉期生育量と目標収量から 

子実タンパク適正化のための 

最適窒素施肥量がわかる！ 

出 力 

 

 

 

止葉期推定窒素吸収量 

成熟期目標窒素吸収量 

入 力 

止葉期生育量 

（上位茎数・ 

葉色） 

目標収量 

（粗麦重） 

止葉期生育診断による追肥量決定 

止葉期以降の 

窒素施肥量 

①最適追肥量を自動算出 ②窒素施肥シミュレートツールを補完 

タンパク 

9.7～11.3% 

土壌診断 

NDASによる 

予測 

適正化へ 

軌道修正 

起生期      止葉期    成熟期 
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Ⅳ－３ 操作方法 

 

 止葉期生育量と目標収量を入力し、最適追肥量を算出します。必要に応じ、結果を保存します。 

 

 

 

 

 

Ⅳ－３－１ ファイルの開閉 

T-NDAS は Excel のマクロ機能を使います。マクロが有効となるセキュリティレベル（警告を表 

示してマクロを無効にするなど）に変更し、コンテンツを有効にしてください。 

Excel のセキュリティレベルを下げることで、本ツール以外のExcel ファイルを開いたときに、

ウィルス感染等の問題が起こる可能性があります。本ツール使用時以外はマクロセキュリティレベ

ルを上げるなど、セキュリティ対策を行ってください。 

 

（１）ファイルの開示 

１．ファイルを開くと止葉期追肥量算出シートが表示されます。 

（２）ファイルの終了 

１．ファイルの右上にある をクリックします。 

２．保存する場合は、確認メッセージが表示されたら「保存」を押します。 

    ※ファイル名を変更することも可能です。 

 

 

Ⅳ－３－２ 窒素吸収量と最適追肥量の算出（止葉期追肥量算出シート） 

１．地域を選択します。 

 ※道央は火山性土のみの適用です。 

 

２．止葉期上位茎数、葉色値、目標

収量（粗麦重）を入力します。 

 

３．推定止葉期窒素吸収量、目標成

熟期窒素吸収量、窒素追肥量が表

示されます。 

 

・入力を変更するとその都度出力

値も変更されます。 

 

※窒素追肥が不要の場合は

0kg/10aが表示されます。 

 

 

  

１ ２ ３ 

結果の保存（Ⅳ－３－３） 

窒素吸収量と最適追肥量の算出（Ⅳ－３－２） 

止葉期追肥量算出 シート 
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Ⅳ－３－３ 結果の保存（止葉期追肥量算出シート） 

１．保存するレーンの右側にある保存ボタンを押します。 

・保存するデータのレーンと同じ行にあるボタンを押してください。 

・すでに同一データを保存済みの場合は無効となります。 

２．結果保存リストシートにデータが転記されます。 

 

３．転記したデータの名称を入力します。後から入力することもできます。 

・結果保存リストシートの はオートフィルタで、目的の条件に合致したデータのみを表示さ

せることができます。 

※ファイルを閉じた後も結果を残しておく場合は、終了時にファイルの保存を必ず行ってくだ

さい。（→ 24p.） 

※保存したデータを解析またはグラフ化など加工したい場合は、別のExcel等にデータを移し

かえてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ－３－４ 結果の保存リストからの削除（結果保存リストシート） 

１．削除するデータのA列（通し番号）をクリックすると、セルが になり、選択されます。 

別セルをクリックし、再度 セルをクリックすると無色に戻り、選択から外れます。 

・複数のセルの選択も可能です。 

 

２．データ削除ボタンを押します。 

 

３．選択したデータが削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 

止葉期追肥量算出 シート 

２ 

３ 

結果保存リスト シート 

２ 

１ 

結果保存リスト シート 
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Ⅴ－１ 播種量計算ツール makiDAS 

 

Ⅴ－１－１ 必要播種量に係る計算式 

 

項目  式   

播種予定日(月/日) A    

千粒重(g) B    

出芽率(%) C    

目標越冬前茎数 (本/m2) Ha    

   ＝T(A1)＋T(A2)＋･･･＋T(11/15) ただし T(An)＞3.0  

越冬前積算気温(℃) D  T(An)：An における日平均気温(℃) (1) 

   A1 は播種日  

越冬前葉齢(枚) E 
道央 ＝7.8952÷(1＋14.3402×exp(－0.006286×D) 

(2) 
道北 ＝6.8925÷(1＋14.4148×exp(－0.007956×D) 

目標越冬前茎数(本/m2)を 
Fa 

道央 ＝Ha÷(C÷100×0.6789×exp(0.3886×E)) 
(3) 

得るために必要な播種量(粒/m2) 道北 ＝Ha÷(C÷100×0.3804×exp(0.5272×E)) 

必要播種量(kg/10a) Fb － ＝B÷1000×Fa (4) 

注）式の － は道央・道北共通     

 

越冬前積算気温と目標越冬前茎数に必要な播種量の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ－１－２ 越冬前茎数に係る計算式 

 

項目  式   

播種予定日(月/日) A    

千粒重(g) B    

出芽率(%) C    

播種量(kg/10a) G    

越冬前積算気温(℃) D － ＝(1)  

越冬前葉齢(枚) E － ＝(2)  

越冬前茎数(本/m2) Hb 
道央 ＝(G×1000÷B)×(C÷100)×16.8853÷(1＋122.8273×exp(－0.007422×D) 

(5) 
道北 ＝(G×1000÷B)×(C÷100)×14.7094÷(1＋116.8048×exp(－0.009296×D) 

起生期茎数(本/m2) I 
道央 ＝0.9215×Hb＋222.71 

(6) 
道北 ＝0.9489×Hb＋298.46 

注）式の － は道央・道北共通   

播種粒数別の越冬前積算気温と越冬前茎数の関係 

《道央》目標越冬前茎数900本/m2の場合 

必要播種量(粒/m2)＝900÷(0.9×0.6789× 

Exp(0.3886×7.8952÷(1＋14.3402× 

Exp(－0.006286×越冬前積算気温(℃))))) 

(出芽率90%) 

《道北》目標越冬前茎数1000本/m2の場合 

必要播種量(粒/m2)＝1000÷(0.9×0.3804× 

Exp(0.5272×6.8925÷(1＋14.4148× 

Exp(－0.007956×越冬前積算気温(℃))))) 

(出芽率90%) 
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Ⅴ－２ 窒素施肥シミュレートツール NDAS 

 

Ⅴ－２－１ 生産実績に係る計算式 

 

項目  式   

粗麦重(kg/10a) A    

タンパク(%) B    

起生期茎数(本/m2) C    

窒素施肥量(kg/10a) Fa(起生期), Fb(幼形期), Fc(止葉期), Fd(開花期)  

  道央 ＝0.0029×C－0.6828  

起生期窒素吸収量(kg/10a) Ne 道北 ＝0.003×C－0.9879 (3) 

  道東 ＝0.0024×C－0.9773  

   ＝(Fa×Ea＋Fb×Eb＋Fc×Ec＋Fd×Ed) ÷100  

追肥由来N (kg/10a) Nt (地域別) Ea～Ed：施肥窒素利用率(%) (2) 

      Ea(起生期), Eb(幼形期), Ec(止葉期), Ed(開花期)  

土壌由来N(kg/10a) Ns － ＝Nm－Nt－Ne (4) 

   ＝B－(Fa×Pa＋Fb×Pb＋Fc×Pc＋Fd×Pd)  

タンパク基本値(%) Bb (地域別) Pa～Pd：タンパク上昇値(point/kgN) (6) 

   Pa(起生期), Pb(幼形期), Pc(止葉期), Pd(開花期)  

成熟期窒素吸収量(kg/10a) Nm － ＝A÷(－5.1907×B＋100.41) (1) 

穂数(本/m2) D 
道央 ＝299＋0.190×C＋16.5×Fa＋11.6×Fb＋8.1×Fc 

(5) 
道北 ＝191＋0.133×C＋11.6×Fa＋17.8×Fb＋9.9×Fc 

注 1）項目の順番はツール画面の表示順  

注2）式の － は道央・道北・道東共通  

注3）道東の穂数は設定なし  
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Exp(－0.009296×越冬前積算気温(℃)) 
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Ⅴ－２－２ 施肥設計に係る計算式 

 

項目  式   

起生期茎数(本/m2) C    

窒素施肥量(kg/10a) Fa(起生期), Fb(幼形期), Fc(止葉期), Fd(開花期)  

起生期窒素吸収量(kg/10a) Ne (地域別) ＝(3)  

追肥由来N(kg/10a) Nt (地域別) ＝(2)  

土壌由来N(kg/10a) Ns － (生産実績による計算値と同じ)  

タンパク基本値(%) Bb (地域別) (生産実績による計算値と同じ)  

   ＝Bb＋(Fa×Pa＋Fb×Pb＋Fc×Pc＋Fd×Pd)  

タンパク(%) B (地域別) Pa～Pd：タンパク上昇値(point/kgN) (6a) 

   Pa(起生期), Pb(幼形期), Pc(止葉期), Pd(開花期)  

成熟期窒素吸収量(kg/10a) Nm － ＝Nt＋Ne＋Ns (4a) 

穂数(本/m2) D 道央・道北 ＝(5)  

粗麦重(kg/10a) A － ＝Nm×(－5.1907×B＋100.41) (1a) 

注 1）項目の順番はツール画面の表示順  

注2）式の － は道央・道北・道東共通  

注3）道東の穂数は設定なし  

 

Ⅴ－２－３ 施肥窒素利用率とタンパク上昇値 

 

地域 施肥窒素利用率(%)（デフォルト値） タンパク上昇値(point/kg追肥N) 

 
起生期 幼形期 止葉期 開花期 起生期 幼形期 止葉期 開花期 

道央 62.9 63.6 65.0 59.3 0.14 0.18 0.27 0.24 

道北 54.5 55.7 52.7 54.8 0.15 0.19 0.30 0.29 

道東 65.0 64.1 64.3 50.1 0.14 0.18 0.26 0.25 

 

 

Ⅴ－２－４ 【標準】レーンの施肥量表示 

 

地域 起生期茎数 窒素施肥量(kg/10a)  

  起生 幼形 止葉 開花  

 (本/m2) 期 期 期 期  

 800未満 6 4 4 0  

道央 800以上1300以下 6 0 4 0  

 1300超過 2 0 4 0 注 1）土壌由来Nによる対応は 

道北 （条件なし） 6 4 4 0 考慮していない 

道東 － － － － － 注2）道東は非表示 

 

Ⅴ－２－５ ツールの精度 

 

 成熟期窒素吸収量、タンパクにおける「ツールの予測値」と「実測値」の分布 
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Ⅴ－３ 止葉期生育診断ツール T-NDAS 

 

Ⅴ－３－１ 計算式 

 

項目  式   

止葉期上位茎数(本/m2) A    

葉色値 B    

目標収量(kg/10a) C    

推定止葉期窒素吸収量(kg/10a) D 
道央 ＝0.0003×A×B＋1.44 

(1) 
道東 ＝0.0004×A×B－1.2 

*推定成熟期窒素吸収量(kg/10a) E 
道央 ＝0.5356×D＋5.39 

(2) 
道東 ＝0.58×D＋6.6 

目標成熟期窒素吸収量(kg/10a) Ec 
道央 ＝C÷(－5.1907×10.5＋100.41) 

(3) 
道東 ＝0.017×C＋5.1 

窒素追肥量(kg/10a) F 
道央 ＝(Ec－E)÷0.65 

(4) 
道東 ＝(Ec－E)÷0.7 

注 1）推定成熟期窒素吸収量は表示なし  

 

 

Ⅴ－３－２ ツールの精度 

 

 「ツールによる止葉期以降の最適窒素追肥量の推定値」と「実際の追肥量」の差の区分と子実タンパク質含有率

の分布 

 

最適窒素追肥量の推定値に合わせて追肥量を調節した場合、タンパク基準値適合率は高まる。 
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１．利用許諾条件 

 

１）免責事項 

(1) 地方独立行政法人北海道総合研究機構（以下「道総研」という。）は、本ツールに関して不具合や

エラーや障害が生じないことを一切保証しません。 

(2) 道総研は、本ツールに起因して使用者に直接又は間接的損害が生じても、いかなる責任を負わず、

一切の損害賠償を行わないものとします。 

(3) 道総研は、本ツールに不具合、不備等があっても、程度の如何にかかわらず訂正、修補する義務を

負わないものとします。 

 

２）著作権その他の権利 

(1) 本ツールの著作権その他一切の権利は、道総研に帰属します。 

(2) 本ツールを無断で複製、転載、改変などに類する行為を禁止します。 

(3) 本ツールを販売、貸与、再使用許諾、営業することなどはいずれもできないものとします。 

(4) 事前の告知なしに本ツール変更又は配布を中止する場合があります。 

 

３）利用条件 

(1) 本ツールの利用は、原則として日本国内に限ります。 

(2) 本ツールは、非営利目的の利用に対し無償で配布します。営利のために利用する場合は有償になる

場合があります。詳しくはお問い合わせください。 
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２．問い合わせ先  

本ツールに対する質問・要望等は下記にご連絡ください。 

 

 北海道立総合研究機構 農業研究本部 中央農業試験場 栽培環境グループ 電話：(0123)89-2580 

                   十勝農業試験場 生産環境グループ 電話：(0155)62-9837 

                   北見農業試験場 生産環境グループ 電話：(0157)47-2565 


